
「南北大東地区における準ミリ波帯無線アクセスシステム等を活用した 

インターネットアクセスに関する調査研究会」報告書の概要 

 

１ 試験の目的 

１８ＧＨｚ帯を用いた公共業務用無線アクセスシステム（以下、「１８ＧＨｚ帯ＦＷＡ」

という。）を、遠隔離島地域において利用するためには、海上伝搬上及び台風等の豪雨時

での高能率変調方式を適用した回線設計データを収集して、検証することが必要である

ことから、試験を実施した。 

本試験では、海上伝搬等での条件下における、高能率変調方式を用いた１８ＧＨｚ帯

ＦＷＡの回線設計における基礎データの収集と分析、並びに海上伝搬等の条件下におけ

る１８ＧＨｚ帯ＦＷＡのインターネットアクセス等における基礎データの収集と分析を

行った。 

試験システムを南北大東地区に設置して平成１５年１０月１日～平成１６年３月１０

日の期間で実施した。  
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図１ 南北大東地区における試験システム構築（イメージ図） 



２ 検討事項 

（１） 長距離海上伝搬及び台風等の豪雨時における伝搬特性の検証 

１８ＧＨｚ帯ＦＷＡを用いた実用性を確認するための基礎データ収集と分析を行っ

た。 

（２）インターネット接続の安定性の検証 

本試験回線の稼働率を求め、インターネットアクセスへの影響を検討するための基

礎データを取得した。 

（３） 総合評価 

本試験のまとめとして、インターネット環境の整備に対する１８ＧＨｚ帯ＦＷＡの

実用化について検討を行った。 

 

３ 結論 

試験期間中の降雨強度（１分間降雨量）と受信レベル変更、並びに時間経過グラフ（誤

り率）は、別図２、３のとおりである。別図より、試験期間中の回線断の時間は２４７

秒であり、計算の結果、回線稼働率は９９．９９８％（断確率は０．００２％）となり、

衛星通信システムや公共業務用固定局等のシステムと比較しても遜色ない結果が得られ

た。 

小型の機器により大容量の通信が可能な１８ＧＨｚ帯ＦＷＡについても、長距離海上

伝搬などの環境下におけるインターネット接続の安定性が確認されたことから、本試験通

信路よりも比較的近距離の離島への通信回線及び離島内でのイントラネット構築に活用

できることが確認された。 

今後、このシステムは、地方公共団体による地域公共ネットワークや防災用無線シス

テムの構築、また、地理的条件により、光ファイバーの敷設が困難であることから民間

の電気通信事業者のみの取組ではサービス展開が困難な地域における無線アクセスサー

ビスなどへの利用が期待される。 



 

 

図２ 降雨強度（１分間降雨量）と受信レベル変更 

 

 

 

図３ 時間経過グラフ（誤り率） 

 



表 １８ＧＨｚ帯ＦＷＡ 仕様 

項  目 諸  元 

周波数帯域 １８ＧＨｚ帯 

変調方式 ３２ＱＡＭ 

Ether インタフェース 

100BASE-TX（RJ45） ： 2port 

（計 156Ｍｂｐｓで設定可能 

（ex.100Ｍｂｐｓ＋50Ｍｂｐｓ） 

伝送速度 １５６Ｍｂｐｓ 

送信出力 ＋１８ｄＢｍ 

誤り訂正 ＭＬＣＭ ＋Reed Solomon 

アンテナサイズ 0.3／0.6／1.2ｍφ 

電源 DC-48V 

消費電力 現用構成 : 55W typical(DC-48V) 

ＩＤＵ ：-  5℃ ～ + 50 ℃ 
環境条件 

ＯＤＵ ：- 30℃ ～ + 50 ℃（寒冷地仕様）

重量 
ＯＤＵ：   5kg 

ＩＤＵ：  5kg 

 

 

 

 

     （ＯＤＵ及びパラボラアンテナ）        （ＩＤＵ外観） 

図４ １８ＧＨｚ帯ＦＷＡの外観 

 

 
測定サーバ 

降雨強度測定器 
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（ＩＰ変換装置） 
（降雨量強度変換計）

 

 

 

 

 

 

1.5Mbps 信号 
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図５ 測定機材 設置状況 
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